
第 1 回全養協日本語教師検定 実施状況 

第１回 全養協日本語教師検定 実施結果概要 
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第 1 回全養協日本語教師検定 実施状況 

1. 実施日時・場所 

1.1. 日時 

平成１８（２００６）年３月２６日（日） 

１０：００～１３：００（２０分間の休憩を含む） 

 

1.2. 場所 

国内１９会場、海外２会場にて実施し、７１２名が受験した。 

   国内会場・・・札幌、仙台、東京、横浜、静岡、名古屋、大阪、神戸、 

          岡山、福岡 

海外会場・・・韓国（ソウル、プサン） 

 

2. 受験者 

2.1. 申込者数と受験者数 

 日本 韓国 計 

申込者数 ６７９ １５１ ８３０

受験者数 ６２１ ９１ ７１２

 

＊韓国における受験者の中には現地の日本人も含まれる。 

 

2.2. 受験者の属性 

受験者から得られたアンケート結果から、受験者の属性も明らかとなった。 

 

2.2.1. 男女比 

男女比（受験者計）

男性
23%

女性
77%
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2.2.2. 年代別 

年代別の比率

２０代
34%

３０代
33%

４０代
15%

５０代
12%

６０代
5%

７０代
1%

 

 

2.2.3. 教師の種類 

 受験者のうち、日本語教育に関わっている者が、３５２名（４９．５％）、関わって

いない者が３６０名（５０．５％）で、ほぼ半々となった。 

 更に、日本語教育に関わっている者の内訳は以下のようであった。 

【日本語教師の種類】

専任
29%

ボランティア
20%

非常勤
44%

その他
7%

専任 非常勤 ボランティア その他

 

 

2.2.4. 日本語教育の経験年数 

【日本語教育の経験年数】

無回答
1%

経験無
4%

1年未満
21%

1年以上3年未
満
31%

3年以上
43%

経験無 1年未満 1年以上3年未満 3年以上 無回答
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2.2.5. 日本語教師以外の職業 

 

  日本語教育に関わっていない者の職業は下記の通りであった。幅広い受験者層で   

 あったと言える。 

【日本語教師以外の受験者の職業】

学生
17%

教員
5%

無回答
4%その他

7%
パート/アル

バイト
12%

無職/主婦
22% 自営業

3%

公務員/団体
職員
3%

会社員
27%

 

 

3. 成績概況 

3.1. 合格者数・不合格者数 

合格者数 ４７８

不合格者数 ２３４

計 ７１２

 

＊合格・・・得点率６０％以上 

 不合格・・・得点率６０％未満 

 

3.2. 試験Ⅰ・試験Ⅱ 

 最高点 最低点 平均点 100 点換算 標準偏差 

試験Ⅰ ６７ １９ ５０.７ ７０.５ ７.８ 

試験Ⅱ ５８ ６ ３４.７ ５７.９ １０.０ 

試験Ⅰ＋Ⅱ １２１ ３５ ８５.５ ６４.７ １５.５ 

 

＊試験Ⅰ・・・７２点満点 

 試験Ⅱ・・・６０点満点  計１３２点満点 

 4
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【試験Ⅰ・試験Ⅱ合計のランク別状況】

Ｃ判定数
33.2%

Ｄ判定数
33.0%

Ａ判定数
9.7%

Ｂ判定数
24.1%

Ａ判定数 Ｂ判定数 Ｃ判定数 Ｄ判定数
 

 

＊Ａ判定・・・得点率８０％以上 

  Ｂ判定・・・得点率７０％以上８０％未満 

  Ｃ判定・・・得点率６０％以上７０％未満 

  Ｄ判定・・・得点率６０％未満 

 

 ＊Ａ～Ｃ判定を合格とし、合格者全員に「合格証書」を交付するとともに、受験者   

  全員に今後の成長のための参考となるよう、「今後のアドバイス」を付した「合否  

  及び成績通知書」を送付した。 

 

 

以上 
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